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　本展では、「地域の歴史シリーズ」展の第1回「へだ」（平成27年度）、第2
回「かなおか」（令和3年度）に続く第3回目として「うきしま」を取り上げま
した。ＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の13人」でも主要人物として扱われた阿
野全成に所縁があり、「大河ドラマ紀行」でも紹介された井出・大泉寺をは
じめ、日本最古級の遺跡が発見されたり、戦国時代の魁といわれる「北条早

雲旗揚げの城」があったりと深い歴史のある地域
です。
　沼津市の西に位置する「うきしま」地区の、豊か
な歴史を改めて知っていただければ幸いです。

令和4年度第1回企画展　地域の歴史シリーズ3「うきしま」
令和4年10月1日（土）～11月27日（日）

駿
州
興
国
寺
城
絵
図

◀
申　込　11月8日（火）9時から
　　　　電話又は直接
定　員　8人（先着順）
参加費　無料（観覧料は必要）　

11月12日（土） 11時～

浮島地区
マスコットキャラクター

見にきてね！

令和4年度第2回企画展　富士・沼津・三島3市博物館共同企画展
「このへん道中いまむかし　富士・沼津・三島の観光」
令和4年12月10日（土）～令和5年1月29日（日）

　本展は、富士・沼津・三島3市博物館協議会で隔年開催している共同企画展
です。今年は観光がテーマの展示を、3市それぞれの会場でご覧いただけるよ
う、巡回展のかたちをとっています。
　江戸時代には東海道五十三次の宿場があり、浮世絵や道中日記などにもお
馴染みの名所や名物が登場しています。明治以降、鉄道をはじめとした交通が
発達すると「このへん」は東京から手ごろな距離の観光地となり、海水浴をは
じめとする近代的なアクティビティが楽しまれるようになりました。近年、新
たな観光ジャンルの誕生によってこの辺の魅力はますます多様化していま
す。感染症の流行によって移動が制限され、遠方への旅行が難しいこの頃。旅
と観光がもたらす非日常感を恋しく思うかたも多いことでしょう。本展を通
じて、観光の視点から身近な地域の魅力を感じ、新たな楽しみ方を発見してい
ただければ幸いです。

ギャラリートーク

◀ 汽車土瓶
    （昭和初期）

絵はがき 「沼津八景三津水族館と龍宮丸」
（昭和初期）

館外展示報告

駅のホームで
弁当の立ち売りから
買いました。
停車時間内に買えるか
ドキドキでした。
今はペットボトルで
持ち歩きが楽ですね。

　今年も、ぬましんストリートギャラリー（大手町 沼
津信用金庫本店）に於て、館蔵資料展「沼津の歴史 虎
の巻」（9月2日～29日）を開催しました。学芸員資格
を取得するための実習生２人が中心となり、来年市
制施行100周年を迎える沼津の歴史を知るための
キーポイントを分かりやすくまとめました。
　観覧者にどのように解説したらよいか、どのよう
に展示したらよいかなどを考える、実習生には良い
経験になった様です。 実習生の展示風景

企画展開催のお知らせ

申　込　12月10日分 12月6日～
　　　　１月14日分 １月11日～　
　　　　9時から電話又は直接
定　員　各回8人（先着順）
参加費　無料（観覧料は必要）　

12月10日・1月14日
いずれも土曜日　11時～

ギャラリートーク

二
〇
二
二
年
十
月

通
巻
151
号

■江原素六とその周辺　65
　　　　江原素六の末弟丸山銀蔵のこと
■企画展開催のおしらせ
■館外展示報告

北海道石狩川図
（当館蔵）

　明治8年（1875）に開拓使地理課が発行。お雇い外国人ワッソンとデイ（アメリカ海軍大尉）の指導のもと実施され
た北海道での測地事業の最初の成果である。測量・作図の従事者11名の名前が掲載されているが、うち十三等出仕
溝口善補・野沢房迪、御用掛関大之・奈佐栄は沼津兵学校の出身者。関は沼津兵学校附属小学校教授方並、他3名は兵
学校資業生だった。五等出仕荒井郁之助は、榎本武揚軍の海軍奉行をつとめ箱館戦争を戦った旧幕臣である。幕府
海軍や沼津兵学校で身に付けた技術が活かされた仕事だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （樋口雄彦）
　　【参考】藤井陽一郎「明治初年における北海道の三角測量について」（『科学史研究』第45号、1958年）、黒田孝郎・
　　　　　遠藤一夫『先駆者と北海道』（1978年、北海道新聞社）



　江
原
素
六
に
は
義
次（
儀
次
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）と
銀
蔵
と
い
う
二
人
の
弟
が

い
た
。素
六
の
旧
名
は
鋳
三
郎
、義
次
の
旧
名
は
鉦
次
郎
な
の
で
、三
兄
弟
と
も
金
偏
の
付
く

名
前
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　『江
原
素
六
先
生
伝
』（
結
城
礼
一
郎
著
、一
九
二
三
年
刊
）は
、銀
蔵
に
つ
い
て
は
、「
馬
術

水
泳
に
秀
で
、才
幹
衆
に
越
え
し
」、「
私
よ
り
は
肩
以
上
大
き
な
男
で
、馬
術
体
操
水
泳
な
ど

に
熟
達
し
て
居
り
ま
し
た
が
、酒
を
飲
む
こ
と
更
ら
に
甚
し
く
」と
い
っ
た
簡
単
な
事
実
が

記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。し
か
し
、明
治
後
期
に
記
さ
れ
た
素
六
直
筆
の
雑
記
帳「
三
餘

拾
芥

　七
」（
麻
布
学
園
所
蔵
）に
、銀
蔵
の
履
歴
と
彼
が
養
子
に
入
っ
た
丸
山
家
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
記
述
が
あ
っ
た
。以
下
は
、そ
の
史
料
か
ら
判
明
し
た
事
柄
を
中
心
に
述
べ
る

も
の
で
あ
る
。
　

　丸
山
家
は
、一
八
歳
の
鐘
太
郎
が
当
主
だ
っ
た
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）時
点
で
、本
国
は

三
河
、高
二
〇
俵
二
人
扶
持（
う
ち
八
俵
足
高
・
一
人
扶
持
足
扶
持
）で
あ
り
、「
本
郷
御
弓
町

諏
訪
源
太
郎
家
来
芝
山
郡
司
」方
に
同
居
し
て
い
た
。鐘
太
郎
は
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）七

月
一
〇
日
か
ら
撒
兵
を
命
じ
ら
れ
、当
時
は
小
筒
組
に
属
し
た
。祖
父
金
太
郎
は
大
番
同
心

を
つ
と
め
た
人
、父
欽
司
は
故
人
と
な
っ
て
い
た
。慶
応
四
年
八
月
に
は
、老
母
は
芝
山
郡
司

方
に
預
け
、自
分
一
人
だ
け
で
駿
府
に
移
住
す
る
旨
を
届
け
出
て
い
る
。な
お
、全
一
二
組

あ
っ
た
大
番
に
二
〇
名
ず
つ
配
さ
れ
た
大
番
同
心
は
御
家
人
で
あ
り
、鐘
太
郎
は
幕
末
の
軍

制
改
革
の
中
で
撒
兵
に
編
入
さ
れ
た
ら
し
い
。

　鐘
太
郎
は
移
住
先
で
死
亡
し
た
の
で
あ
ろ
う
、明
治
二
年（
一
八
六
九
）七
月
に
江
原
銀
蔵

が
急
養
子
と
し
て
丸
山
家
の
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。以
下
が
そ
の
こ

と
を
記
す
原
文
で
あ
る
。

　一
六
歳
の
江
原
銀
蔵
は
一
九
歳
の
鐘
太
郎（
素
六
は「
正
三
郎
」と
誤
記
し
て
い
る
）の
養

子
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。江
原
家
は
旗
本
と
は
い
え
少
禄
で
あ
り
、次
三
男
が
御
家
人
の

家
を
継
ぐ
こ
と
に
は
、そ
れ
ほ
ど
抵
抗
が
な
か
っ
た
の
か
、幕
府
瓦
解
に
よ
り
家
格
の
差
も

あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。右
の
文
書
で
は
、銀
蔵
の

実
父
が
秋
元
利
左
衛
門
、祖
父
が
秋
元
千
万
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、実
際
は
千
万
作
は
母
方

の
祖
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
書
き
方
が
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。ま

た
当
時
の
仮
寓
先
で
あ
る
西
間
門
村
の
半
平（
半
兵
衛
）と
は
、豪
農
・
地
主
長
倉
家（
屋
号

新
屋
、後
の
当
主
は
計
吉
）の
こ
と
で
あ
り
、素
六
が
仮
寓
し
た
先
で
も
あ
っ
た
。

　ち
な
み
に
、本
史
料
と
は
別
の
史
料
に
よ
れ
ば
、銀
蔵
は
沼
津
移
住
前
、彰
義
隊
戦
争
に
際

し
て
、抗
戦
派
の
旧
幕
臣
の
も
と
に
火
薬
を
持
参
し
、新
政
府
軍
の
参
謀
が
滞
在
す
る
彦
根
藩

邸
の
放
火
を
勧
め
る
と
い
っ
た
行
動
を
と
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
拙
稿「
江
原
素
六
の
戊
辰

時
脱
走
抗
戦
関
係
史
料
」『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』33
）。佐
幕
派
の
熱
血
少
年
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　銀
蔵
が
明
治
一
八
年（
一
八
八
五
）七
月
に
記
し
た
履
歴
書
も
素
六
の
手
に
よ
っ
て
書
き
写

さ
れ
て
い
る
が
、原
文
通
り
で
は
な
く
箇
条
書
き
に
し
て
み
よ
う
。

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺

　65
江
原
素
六
の
末
弟
丸
山
銀
蔵
の
こ
と

　旧
幕
時
代
に
は
、兄
素
六
と
同
様
に
昌
平
黌
で
漢
学
の
修
業
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　「沼
津
小
学
校
」か
ら「
沼
津
中
学
校
」に
学
ん
だ
と
い
う
が
、東
京
か
ら
明
治
二
年（
一
八
六

九
）に
沼
津
に
転
校
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、こ
の「
沼
津
小
学
校
」と
は
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学

校
の
こ
と
を
意
味
す
る
。沼
津
中
学
校
は
兄
素
六
が
校
長
を
つ
と
め
た
学
校
で
あ
る
。沼
津
兵

学
校
附
属
小
学
校
の
出
身
で
後
に
陸
軍
大
佐
と
な
っ
た
神
谷
景
昌
は
、沼
津
で
の
修
学
当
時
、

銀
蔵
と
は
親
友
だ
っ
た
と
い
い（
拙
稿「
神
谷
景
昌「
如
夢
草
稿
」の
翻
刻
と
紹
介
」『
沼
津
市

博
物
館
紀
要
』35
）、そ
の
学
歴
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

　銀
蔵
は
二
人
の
兄
と
同
じ
く
教
育
の
世
界
で
生
き
た
。教
鞭
を
と
っ
た
熊
谷
県
の
教
員
養

成
学
校
で
あ
る
暢
発
学
校
は
、沼
津
兵
学
校
出
身
者
が
多
く
採
用
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、彼

ら
は
沼
津
で
身
に
付
け
た
洋
算
を
普
及
さ
せ
る
な
ど
、同
地
の
教
育
に
大
き
く
貢
献
し
た

（
拙
稿「
学
制
期
諸
県
に
及
ん
だ
静
岡
藩
小
学
校
掟
書
の
影
響
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
』第
一
六
七
集
）。銀
蔵
も
そ
の
よ
う
な
人
材
の
一
人
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　な
お
、履
歴
書
を
書
い
た
明
治
一
八
年
時
点
で
も
大
岡
舎
勤
務
で
あ
り
、「
沼
津
八
幡
町
寄

留

　静
岡
県
平
民
」と
な
っ
て
い
る
。明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
家
禄
奉
還
願
を
提
出
し
た

際
は
、西
熊
堂
村
の
居
住
と
な
っ
て
い
た
。

　沼
津
に
も
ど
っ
た
後
、妻
尚
子（
直
子
）が
明
治
二
一
年（
一
八
八
八
）に
病
死
し
、銀
蔵
は

四
月
二
四
日
か
ら
素
六
方
に
同
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た（『
加
奈
陀
メ
ソ
ヂ
ス
ト
日
本
伝
道

概
史
』）。沼
津
市
・
本
光
寺
の
過
去
帳
に
は
、「
四
月
廿
日

　妙
想
信
女

　八
幡
町
寄
留
丸
山

銀
蔵
妻
ナ
ヲ
」と
記
さ
れ
て
い
る
。そ
の
直
後
の
五
月
三
〇
日
、銀
蔵
は
娘
ハ
ル
を
横
浜
山
手

に
あ
っ
た
、サ
ン
・
モ
ー
ル
修
道
会
が
設
立
し
た「
仏
国
仁
慈
堂
女
学
校
童
貞
修
院
」（
修
道
院

の「
道
」が
欠
か
、後
に
横
浜
紅
蘭
女
学
校
、現
横
浜
雙
葉
学
園
）に
預
け
る
こ
と
と
し
た
。幼

い
娘
を
男
手
一
人
で
育
て
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、こ
の
よ
う
な
処
置
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
終
身
教
育
」、す
な
わ
ち
修
道
女
に
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
。「
天
主
教
信
奉
可
仕
」と

も
あ
り
、ハ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、銀
蔵
自
身
も
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
す
る
意
志
が
示
さ
れ
て
い

た
。こ
の「
盟
約
書
」に
は
、保
証
人
と
し
て
素
六
が
名
を
連
ね
た
。

　兄
素
六
は
言
う
ま
で
も
な
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
者
で
あ
り
、弟
が
別
宗
派
と
い
う
の

は
不
思
議
で
あ
る
。し
か
し
、も
う
一
人
の
弟
江
原
義
次
は
、『
聖
人
伝
』上
下（
一
八
九
四
〜

九
五
年
刊
、出
版
元
不
明
だ
が
扉
に「
東
京
大
司
教
伯
多
禄
瑪
利
亜
准
」と
あ
る
、緒
言
は「
駿

河
沼
津

　江
原
義
次
」）と
い
う
書
籍
を
刊
行
し
て
お
り
、や
は
り
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
だ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。義
次
は
幕
末
に
横
浜
語
学
所
で
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
か
ら
学
ん
だ
前
歴
を
持

ち
、明
治
初
年
の
開
成
学
校
で
は
教
授
試
補
・
三
等
教
授
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
た
の

で
、フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
が
深
ま
り
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
へ
と
導
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。あ
る
い
は
銀
蔵
は
義
次
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。た
だ
し
、確
証
は
な
く
、上

記
の
こ
と
は
想
像
の
域
を
出
な
い
。

　娘
を
施
設
に
預
け
て
ま
で
何
か
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、銀
蔵
は

そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
、明
治
二
三
年（
一
八
九
〇
）、三
六
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た（『
江
原

素
六
先
生
伝
』）。生
ま
れ
は
安
政
元
年（
一
八
五
四
）一
二
月
一
〇
日
で
あ
り
、明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
）六
月
一
二
日
没
と
も
さ
れ
る（「
子
女
の
求
に
応
じ
て
し
る
す
」）。銀
蔵
と
そ
の

家
族
の
墓
は
、沼
津
市
西
熊
堂
の
素
六
の
墓
の
す
ぐ
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、没
年
月

日
は「
明
治
廿
二
年
七
月
廿
二
日
」と
読
め
る
。ど
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　墓
石
に
よ
れ
ば
銀
蔵
に
は
一
男
二
女
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、銀
蔵
没
後
、素
六
の
次
男
次

郎
が
丸
山
家
を
継
い
だ
。し
か
し
、長
男
の
兄
帯
一
が
若
く
し
て
病
死
し
た
た
め
、嗣
子
と
し

て
江
原
家
に
も
ど
っ
た
。そ
の
た
め
、丸
山
家
は
素
六
四
男
の
愛
作
が
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

（
樋
口
雄
彦
）

丸山銀蔵墓
（沼津市西熊堂共同墓地）

一
元
高
拾
弐
俵
壱
人
扶
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　丸
山
銀
蔵

　
　持
扶
持
壱
人
扶
持

　宿
所
駿
東
郡
西
間
門
村
新
家
半
平
方

　
　
　
　
　
　巳
十
六
才

　養
祖
父
丸
山
欽
司
死
、
養
父
丸
山
鐘
太
郎
死
、
祖
父
秋
元
千
万
作
死
、
実
父
秋
元
利
左
衛
門
死

　明
治
二
巳
年
七
月
廿
一
日
養
父
家
督
被
下
置
、
直
ち
に
生
育
方
頭
取
支
配
被
命
、
同
年
九
月
六
日
勤
番
組

　被
命
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　生
育
方
頭
取
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鐘
太
郎
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　丸
山
銀
蔵

　右
御
用
之
義
有
之
候
間
、
明
廿
一
日
四
時
染
帷
子
麻
上
下
着
用
御
殿
へ
罷
出
候
様
可
被
達
候
事

　
　
　七
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　丸
山
鐘
太
郎
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　急
養
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　同

　銀
蔵

　願
之
通
り
家
督
無
相
違
銀
蔵
に
被
下
置
、
直
ニ
生
育
方
頭
取
支
配
可
相
勤
旨
、
綾
雄
殿
被
申
渡
候
、
依
之

　申
渡

江原義次編『聖人伝』
（当館蔵）

緒言部分

聖
堂
で
漢
学
修
業

東
京
で
漢
学
・
数
学
修
業

沼
津
小
学
校
・
中
学
校
で
漢
学
・
英
学
・
洋
算
等
修
業

沼
津
の
小
学
校
で
教
員

熊
谷
県
暢
発
学
校
で
十
二
等
教
員

前
橋
町
厩
橋
学
校
で
教
員

東
京
で
漢
学
・
英
学
・
数
学
等
修
業

上
州
富
岡
町
富
岡
学
校
で
教
員

病
気
の
た
め
沼
津
に
帰
る

駿
東
郡
大
岡
村
大
岡
舎
で
助
教
員

・
文
久
２
年
〜
慶
応
２
年

・
慶
応
３
年
〜
明
治
２
年

　

・
そ
の
後
〜
明
治
７
年

　

 

・
明
治
７
年
７
月
〜

　

・
明
治
８
年
12
月
20
日
〜
９
年
11
月

・
明
治
９
年
12
月
〜
11
年
12
月

　

・
明
治
12
年
１
月
〜
14
年
９
月

　

・
明
治
14
年
10
月
〜

　

・
明
治
16
年
３
月

　

・
明
治
17
年
５
月
〜

　

表紙



　江
原
素
六
に
は
義
次（
儀
次
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）と
銀
蔵
と
い
う
二
人
の
弟
が

い
た
。素
六
の
旧
名
は
鋳
三
郎
、義
次
の
旧
名
は
鉦
次
郎
な
の
で
、三
兄
弟
と
も
金
偏
の
付
く

名
前
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　『江
原
素
六
先
生
伝
』（
結
城
礼
一
郎
著
、一
九
二
三
年
刊
）は
、銀
蔵
に
つ
い
て
は
、「
馬
術

水
泳
に
秀
で
、才
幹
衆
に
越
え
し
」、「
私
よ
り
は
肩
以
上
大
き
な
男
で
、馬
術
体
操
水
泳
な
ど

に
熟
達
し
て
居
り
ま
し
た
が
、酒
を
飲
む
こ
と
更
ら
に
甚
し
く
」と
い
っ
た
簡
単
な
事
実
が

記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。し
か
し
、明
治
後
期
に
記
さ
れ
た
素
六
直
筆
の
雑
記
帳「
三
餘

拾
芥

　七
」（
麻
布
学
園
所
蔵
）に
、銀
蔵
の
履
歴
と
彼
が
養
子
に
入
っ
た
丸
山
家
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
記
述
が
あ
っ
た
。以
下
は
、そ
の
史
料
か
ら
判
明
し
た
事
柄
を
中
心
に
述
べ
る

も
の
で
あ
る
。
　

　丸
山
家
は
、一
八
歳
の
鐘
太
郎
が
当
主
だ
っ
た
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）時
点
で
、本
国
は

三
河
、高
二
〇
俵
二
人
扶
持（
う
ち
八
俵
足
高
・
一
人
扶
持
足
扶
持
）で
あ
り
、「
本
郷
御
弓
町

諏
訪
源
太
郎
家
来
芝
山
郡
司
」方
に
同
居
し
て
い
た
。鐘
太
郎
は
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）七

月
一
〇
日
か
ら
撒
兵
を
命
じ
ら
れ
、当
時
は
小
筒
組
に
属
し
た
。祖
父
金
太
郎
は
大
番
同
心

を
つ
と
め
た
人
、父
欽
司
は
故
人
と
な
っ
て
い
た
。慶
応
四
年
八
月
に
は
、老
母
は
芝
山
郡
司

方
に
預
け
、自
分
一
人
だ
け
で
駿
府
に
移
住
す
る
旨
を
届
け
出
て
い
る
。な
お
、全
一
二
組

あ
っ
た
大
番
に
二
〇
名
ず
つ
配
さ
れ
た
大
番
同
心
は
御
家
人
で
あ
り
、鐘
太
郎
は
幕
末
の
軍

制
改
革
の
中
で
撒
兵
に
編
入
さ
れ
た
ら
し
い
。

　鐘
太
郎
は
移
住
先
で
死
亡
し
た
の
で
あ
ろ
う
、明
治
二
年（
一
八
六
九
）七
月
に
江
原
銀
蔵

が
急
養
子
と
し
て
丸
山
家
の
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。以
下
が
そ
の
こ

と
を
記
す
原
文
で
あ
る
。

　一
六
歳
の
江
原
銀
蔵
は
一
九
歳
の
鐘
太
郎（
素
六
は「
正
三
郎
」と
誤
記
し
て
い
る
）の
養

子
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。江
原
家
は
旗
本
と
は
い
え
少
禄
で
あ
り
、次
三
男
が
御
家
人
の

家
を
継
ぐ
こ
と
に
は
、そ
れ
ほ
ど
抵
抗
が
な
か
っ
た
の
か
、幕
府
瓦
解
に
よ
り
家
格
の
差
も

あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。右
の
文
書
で
は
、銀
蔵
の

実
父
が
秋
元
利
左
衛
門
、祖
父
が
秋
元
千
万
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、実
際
は
千
万
作
は
母
方

の
祖
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
書
き
方
が
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。ま

た
当
時
の
仮
寓
先
で
あ
る
西
間
門
村
の
半
平（
半
兵
衛
）と
は
、豪
農
・
地
主
長
倉
家（
屋
号

新
屋
、後
の
当
主
は
計
吉
）の
こ
と
で
あ
り
、素
六
が
仮
寓
し
た
先
で
も
あ
っ
た
。

　ち
な
み
に
、本
史
料
と
は
別
の
史
料
に
よ
れ
ば
、銀
蔵
は
沼
津
移
住
前
、彰
義
隊
戦
争
に
際

し
て
、抗
戦
派
の
旧
幕
臣
の
も
と
に
火
薬
を
持
参
し
、新
政
府
軍
の
参
謀
が
滞
在
す
る
彦
根
藩

邸
の
放
火
を
勧
め
る
と
い
っ
た
行
動
を
と
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
拙
稿「
江
原
素
六
の
戊
辰

時
脱
走
抗
戦
関
係
史
料
」『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』33
）。佐
幕
派
の
熱
血
少
年
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　銀
蔵
が
明
治
一
八
年（
一
八
八
五
）七
月
に
記
し
た
履
歴
書
も
素
六
の
手
に
よ
っ
て
書
き
写

さ
れ
て
い
る
が
、原
文
通
り
で
は
な
く
箇
条
書
き
に
し
て
み
よ
う
。

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺

　65
江
原
素
六
の
末
弟
丸
山
銀
蔵
の
こ
と

　旧
幕
時
代
に
は
、兄
素
六
と
同
様
に
昌
平
黌
で
漢
学
の
修
業
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　「沼
津
小
学
校
」か
ら「
沼
津
中
学
校
」に
学
ん
だ
と
い
う
が
、東
京
か
ら
明
治
二
年（
一
八
六

九
）に
沼
津
に
転
校
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、こ
の「
沼
津
小
学
校
」と
は
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学

校
の
こ
と
を
意
味
す
る
。沼
津
中
学
校
は
兄
素
六
が
校
長
を
つ
と
め
た
学
校
で
あ
る
。沼
津
兵

学
校
附
属
小
学
校
の
出
身
で
後
に
陸
軍
大
佐
と
な
っ
た
神
谷
景
昌
は
、沼
津
で
の
修
学
当
時
、

銀
蔵
と
は
親
友
だ
っ
た
と
い
い（
拙
稿「
神
谷
景
昌「
如
夢
草
稿
」の
翻
刻
と
紹
介
」『
沼
津
市

博
物
館
紀
要
』35
）、そ
の
学
歴
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

　銀
蔵
は
二
人
の
兄
と
同
じ
く
教
育
の
世
界
で
生
き
た
。教
鞭
を
と
っ
た
熊
谷
県
の
教
員
養

成
学
校
で
あ
る
暢
発
学
校
は
、沼
津
兵
学
校
出
身
者
が
多
く
採
用
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、彼

ら
は
沼
津
で
身
に
付
け
た
洋
算
を
普
及
さ
せ
る
な
ど
、同
地
の
教
育
に
大
き
く
貢
献
し
た

（
拙
稿「
学
制
期
諸
県
に
及
ん
だ
静
岡
藩
小
学
校
掟
書
の
影
響
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
』第
一
六
七
集
）。銀
蔵
も
そ
の
よ
う
な
人
材
の
一
人
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　な
お
、履
歴
書
を
書
い
た
明
治
一
八
年
時
点
で
も
大
岡
舎
勤
務
で
あ
り
、「
沼
津
八
幡
町
寄

留

　静
岡
県
平
民
」と
な
っ
て
い
る
。明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
家
禄
奉
還
願
を
提
出
し
た

際
は
、西
熊
堂
村
の
居
住
と
な
っ
て
い
た
。

　沼
津
に
も
ど
っ
た
後
、妻
尚
子（
直
子
）が
明
治
二
一
年（
一
八
八
八
）に
病
死
し
、銀
蔵
は

四
月
二
四
日
か
ら
素
六
方
に
同
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た（『
加
奈
陀
メ
ソ
ヂ
ス
ト
日
本
伝
道

概
史
』）。沼
津
市
・
本
光
寺
の
過
去
帳
に
は
、「
四
月
廿
日

　妙
想
信
女

　八
幡
町
寄
留
丸
山

銀
蔵
妻
ナ
ヲ
」と
記
さ
れ
て
い
る
。そ
の
直
後
の
五
月
三
〇
日
、銀
蔵
は
娘
ハ
ル
を
横
浜
山
手

に
あ
っ
た
、サ
ン
・
モ
ー
ル
修
道
会
が
設
立
し
た「
仏
国
仁
慈
堂
女
学
校
童
貞
修
院
」（
修
道
院

の「
道
」が
欠
か
、後
に
横
浜
紅
蘭
女
学
校
、現
横
浜
雙
葉
学
園
）に
預
け
る
こ
と
と
し
た
。幼

い
娘
を
男
手
一
人
で
育
て
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、こ
の
よ
う
な
処
置
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
終
身
教
育
」、す
な
わ
ち
修
道
女
に
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
。「
天
主
教
信
奉
可
仕
」と

も
あ
り
、ハ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、銀
蔵
自
身
も
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
す
る
意
志
が
示
さ
れ
て
い

た
。こ
の「
盟
約
書
」に
は
、保
証
人
と
し
て
素
六
が
名
を
連
ね
た
。

　兄
素
六
は
言
う
ま
で
も
な
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
者
で
あ
り
、弟
が
別
宗
派
と
い
う
の

は
不
思
議
で
あ
る
。し
か
し
、も
う
一
人
の
弟
江
原
義
次
は
、『
聖
人
伝
』上
下（
一
八
九
四
〜

九
五
年
刊
、出
版
元
不
明
だ
が
扉
に「
東
京
大
司
教
伯
多
禄
瑪
利
亜
准
」と
あ
る
、緒
言
は「
駿

河
沼
津

　江
原
義
次
」）と
い
う
書
籍
を
刊
行
し
て
お
り
、や
は
り
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
だ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。義
次
は
幕
末
に
横
浜
語
学
所
で
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
か
ら
学
ん
だ
前
歴
を
持

ち
、明
治
初
年
の
開
成
学
校
で
は
教
授
試
補
・
三
等
教
授
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
た
の

で
、フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
が
深
ま
り
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
へ
と
導
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。あ
る
い
は
銀
蔵
は
義
次
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。た
だ
し
、確
証
は
な
く
、上

記
の
こ
と
は
想
像
の
域
を
出
な
い
。

　娘
を
施
設
に
預
け
て
ま
で
何
か
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、銀
蔵
は

そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
、明
治
二
三
年（
一
八
九
〇
）、三
六
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た（『
江
原

素
六
先
生
伝
』）。生
ま
れ
は
安
政
元
年（
一
八
五
四
）一
二
月
一
〇
日
で
あ
り
、明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
）六
月
一
二
日
没
と
も
さ
れ
る（「
子
女
の
求
に
応
じ
て
し
る
す
」）。銀
蔵
と
そ
の

家
族
の
墓
は
、沼
津
市
西
熊
堂
の
素
六
の
墓
の
す
ぐ
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、没
年
月

日
は「
明
治
廿
二
年
七
月
廿
二
日
」と
読
め
る
。ど
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　墓
石
に
よ
れ
ば
銀
蔵
に
は
一
男
二
女
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、銀
蔵
没
後
、素
六
の
次
男
次

郎
が
丸
山
家
を
継
い
だ
。し
か
し
、長
男
の
兄
帯
一
が
若
く
し
て
病
死
し
た
た
め
、嗣
子
と
し

て
江
原
家
に
も
ど
っ
た
。そ
の
た
め
、丸
山
家
は
素
六
四
男
の
愛
作
が
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

（
樋
口
雄
彦
）

丸山銀蔵墓
（沼津市西熊堂共同墓地）

一
元
高
拾
弐
俵
壱
人
扶
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　丸
山
銀
蔵

　
　持
扶
持
壱
人
扶
持

　宿
所
駿
東
郡
西
間
門
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之
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可
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被
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　申
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江原義次編『聖人伝』
（当館蔵）

緒言部分

聖
堂
で
漢
学
修
業

東
京
で
漢
学
・
数
学
修
業

沼
津
小
学
校
・
中
学
校
で
漢
学
・
英
学
・
洋
算
等
修
業

沼
津
の
小
学
校
で
教
員

熊
谷
県
暢
発
学
校
で
十
二
等
教
員

前
橋
町
厩
橋
学
校
で
教
員

東
京
で
漢
学
・
英
学
・
数
学
等
修
業

上
州
富
岡
町
富
岡
学
校
で
教
員

病
気
の
た
め
沼
津
に
帰
る

駿
東
郡
大
岡
村
大
岡
舎
で
助
教
員

・
文
久
２
年
〜
慶
応
２
年

・
慶
応
３
年
〜
明
治
２
年

　

・
そ
の
後
〜
明
治
７
年

　

 

・
明
治
７
年
７
月
〜

　

・
明
治
８
年
12
月
20
日
〜
９
年
11
月

・
明
治
９
年
12
月
〜
11
年
12
月

　

・
明
治
12
年
１
月
〜
14
年
９
月

　

・
明
治
14
年
10
月
〜

　

・
明
治
16
年
３
月

　

・
明
治
17
年
５
月
〜
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　本展では、「地域の歴史シリーズ」展の第1回「へだ」（平成27年度）、第2
回「かなおか」（令和3年度）に続く第3回目として「うきしま」を取り上げま
した。ＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の13人」でも主要人物として扱われた阿
野全成に所縁があり、「大河ドラマ紀行」でも紹介された井出・大泉寺をは
じめ、日本最古級の遺跡が発見されたり、戦国時代の魁といわれる「北条早

雲旗揚げの城」があったりと深い歴史のある地域
です。
　沼津市の西に位置する「うきしま」地区の、豊か
な歴史を改めて知っていただければ幸いです。

令和4年度第1回企画展　地域の歴史シリーズ3「うきしま」
令和4年10月1日（土）～11月27日（日）

駿
州
興
国
寺
城
絵
図

◀
申　込　11月8日（火）9時から
　　　　電話又は直接
定　員　8人（先着順）
参加費　無料（観覧料は必要）　

11月12日（土） 11時～

浮島地区
マスコットキャラクター

見にきてね！

令和4年度第2回企画展　富士・沼津・三島3市博物館共同企画展
「このへん道中いまむかし　富士・沼津・三島の観光」
令和4年12月10日（土）～令和5年1月29日（日）

　本展は、富士・沼津・三島3市博物館協議会で隔年開催している共同企画展
です。今年は観光がテーマの展示を、3市それぞれの会場でご覧いただけるよ
う、巡回展のかたちをとっています。
　江戸時代には東海道五十三次の宿場があり、浮世絵や道中日記などにもお
馴染みの名所や名物が登場しています。明治以降、鉄道をはじめとした交通が
発達すると「このへん」は東京から手ごろな距離の観光地となり、海水浴をは
じめとする近代的なアクティビティが楽しまれるようになりました。近年、新
たな観光ジャンルの誕生によってこの辺の魅力はますます多様化していま
す。感染症の流行によって移動が制限され、遠方への旅行が難しいこの頃。旅
と観光がもたらす非日常感を恋しく思うかたも多いことでしょう。本展を通
じて、観光の視点から身近な地域の魅力を感じ、新たな楽しみ方を発見してい
ただければ幸いです。

ギャラリートーク

◀ 汽車土瓶
    （昭和初期）

絵はがき 「沼津八景三津水族館と龍宮丸」
（昭和初期）

館外展示報告

駅のホームで
弁当の立ち売りから
買いました。
停車時間内に買えるか
ドキドキでした。
今はペットボトルで
持ち歩きが楽ですね。

　今年も、ぬましんストリートギャラリー（大手町 沼
津信用金庫本店）に於て、館蔵資料展「沼津の歴史 虎
の巻」（9月2日～29日）を開催しました。学芸員資格
を取得するための実習生２人が中心となり、来年市
制施行100周年を迎える沼津の歴史を知るための
キーポイントを分かりやすくまとめました。
　観覧者にどのように解説したらよいか、どのよう
に展示したらよいかなどを考える、実習生には良い
経験になった様です。 実習生の展示風景

企画展開催のお知らせ

申　込　12月10日分 12月6日～
　　　　１月14日分 １月11日～　
　　　　9時から電話又は直接
定　員　各回8人（先着順）
参加費　無料（観覧料は必要）　

12月10日・1月14日
いずれも土曜日　11時～

ギャラリートーク

二
〇
二
二
年
十
月

通
巻
151
号

■江原素六とその周辺　65
　　　　江原素六の末弟丸山銀蔵のこと
■企画展開催のおしらせ
■館外展示報告

北海道石狩川図
（当館蔵）

　明治8年（1875）に開拓使地理課が発行。お雇い外国人ワッソンとデイ（アメリカ海軍大尉）の指導のもと実施され
た北海道での測地事業の最初の成果である。測量・作図の従事者11名の名前が掲載されているが、うち十三等出仕
溝口善補・野沢房迪、御用掛関大之・奈佐栄は沼津兵学校の出身者。関は沼津兵学校附属小学校教授方並、他3名は兵
学校資業生だった。五等出仕荒井郁之助は、榎本武揚軍の海軍奉行をつとめ箱館戦争を戦った旧幕臣である。幕府
海軍や沼津兵学校で身に付けた技術が活かされた仕事だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （樋口雄彦）
　　【参考】藤井陽一郎「明治初年における北海道の三角測量について」（『科学史研究』第45号、1958年）、黒田孝郎・
　　　　　遠藤一夫『先駆者と北海道』（1978年、北海道新聞社）


